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気界;受想 、

佐佐倉航三

ある舎の朝

たしか昭和 23'if-の早春のことて し た.月日 I~ 忘れましたが冬の寒

さも志づてそろそろ4患の花が吹ぎ初めるt買のこヒてす.当時払l"l桑京司会

並の急円与にあ る気象研究所内0)-室1こ仮寓し白 校生活きし てお IJJし

たが， ある瓢目覚めて程な く'床の守て汽盈の汽笛を聞きzした。での守

か日直免的に智の草月であることを感 じ， もう待t-u支ミ7初める t買なのlごと

惣 リ錆リなが 日黒カ- yンc開けました とこ ろ. 私の1>¥断の極 り雪lヨ箆， ・
lご止んていま したが一自の銀世界てすa 舎の日(特1ご朝〉の汽笛が平常

と臭って聞itる理由 左希えてみますと況のような第1骨が挙げ Eよれます，

1 • 朝内肉|ままだ険会していないか広焚』基礎閉め往来が少え，仮lご<Ii

っても舎のために絡菅が立たず従って市中の縫奇!こよって汽笛が符

ち泊されるようなことが少くてふだんよリ迄かに純ねな音炉開える

こ.1::.

2. V:晴汎よ日ない肉てあると事~ ~\" fl位いが'ら雪面!jf菅波宮反射して

iベ笛が天きえ聞える.又積雪面O)~皮 \10・以下てあるか品下層夫気

のi撞転も場合lこよづて1;):~え正予れる. iUiiのなめlごす双IJ;昆布Tする

かsょ?i:え逃げにくいこと"

ぎて系色え出動しようとして宣の出qの階隠E下りるはこのぎ

歯lご典派なJ.j.J.J.すが一匹見えたゐ守の色さとみJI..ずの汚:さとの対照がひ

どく印象的てあったが曇lこ研究所の正問差出て30m1まか Y行寸ところて

全く同じようなた景E見た.官分と Lて11旬だかf.t'日しいこヒのような

気が しながSも符lご考えもし なかったがy 神田駅て下車 して2K8E，て符，

〈途中の街路上て三f王室 え周じ光無に簿 Lたの てある. こんなことほ議

者に とっ1;:1不思議てもなんてもないことかも知れませ んが私はそ的理由

を -r.t~之てみたハと思\ ¥なが日 つい今日 zてそのま¥1ごして霊いe;.O')

リます。と 託方、術教示篤います.
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仁監査笠空豆J
殺やさ孟t去の若宮~re1ilJの家族が信州大町え疎開して， ¥たのてその当

zi吾訟は主主君主'A可部Ea寺マ 往復L-; ^釘$Rii:4て詑立山主主主主の中ても針のiK

:時1こ金主主r 芯王竜王室三E告(300Önl) の旗書記左電車侵する縫舎が話1 三回~，つた. B 

建 i玄童労長主，て宅Eいので(leJだりは1945笠 5FlID日即時301))列5な、 1

vriii取る盆』濡'lI"，91宝〈語圏〈すうっと南側じ延び，延びてIl";:11え，済えて

l主主主ぴると云う呉会のものて，

主主びている尚簡IJ:倭が数十秒程

“ -$Ø押~必句協弱含v..:'勿勿仰の-~\ f主てはなかったF ヒ記憶する.

白務総量t~漂海ま靖氏、ま!iilこ吹きヨミされる ti の" gllぢドイツ語のPfeihnて1<1;
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司i:;t場、をもき3tたが， どうも香があのように宮古震lこ針状にのひfるこヒ令

す'5J，}::拘，YT.;: 1i" ~ i高えて し まうこ ~Ið考え lこくいのてlまないが.や 1;1'

-"'，.重量上."5叫t.'!.:t.ljて芝た気支によって先生する一種のま翼嘗〈山旗堂

、，)t:Aるべ~て蕊ろう‘ま器金正二 しても不思喜重なこと 1;1; 'tれが正 L<.山頂

昔、をよ事{1:''1これるこkてある. PfeÌ喜朗左足るニヒ区ごの魚~， ~;生えても

非犠亡湿11て~る.厳守とするならばそれが山頂の一点か日出るためt::

-u海上旬の調書量T7nご広い谷が高って正しく頂上え向ってて広まってl¥ 

vゑような翁耳~tこでもなっているのてあろつが.1\.よ衡の烈風が Illttl:" 当 IJ

6関iこ逢うて蹴'1上FE記入それが上昇しながら 111Rえ向って牧数す

るな SIずこの径の雲も出 来るゲと思われる a

!仁互日
気象光学のJIi~専「 JU i 日〕がある.さ L て玲~L いものてはな

い Sしいが私は今tI~て後方、二回 L か見ていない.一回 Iユ 4一策県の袖宮1

e也管理芳)ffrてJ もう 一回Il信州の丈町(1ヨ45雪l同98)てあった u 何nも

朝0)山て 日量に向づて白骨1)01だIJの幻自てあフた b 発東 B;;転魯|こ生hl.

Jh~芋字 t民八日気象 に帯電 L J.J.IP; ~ててこて責ちF そOitをも魚烹で暮し た

竿愈1'1多いの.'，，'iiゐきて乗京てはいつで一回も幻自主E昆な rづt:d ス都会

主ぼ和、ぬ理由 〈噌われにくいのてIJゐいかとも考えていん
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